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道の駅「ごいせ仁摩」

山陰道の全線開通を見据え、地元農林水産物を使用した飲食物の提供や特産品の販売、豊富な観光資源や石見神楽な
どの伝統文化といった大田市の魅力を地域一体となって発信し、地域の活性化や観光誘客による交流人口の拡大を図る
ための産業振興・地域振興の拠点として整備されています。
「道の駅×いいもの＝おおだのおもてなし」をテーマに、大田の「‘いい’ヒト・モノ・コト・暮らしの発信基地」と
して位置付けられています。
島根県内では29番目の道の駅となり、開業は令和４年１月29日に予定されています。



６月23日、大田商工会議所において、令和３年度通
常総会を開催しました。来賓に、山�石見大田税務署
長、山根統括国税調査官ほかを迎え、新型コロナウイ
ルス感染症拡大に配慮したなかでの開催となりました。
小川会長の挨拶の後、議事に移り、下記の事項につ

いて審議が行われ、いずれも原案通り承認されました。

【審議事項】
１．令和２年度決算報告承認について
２．役員選任について

【報告事項】
１．令和２年度事業報告について
２．令和３年度事業計画について
３．令和３年度収支予算について

なお、この度の通常総会において、役員選任が行わ
れ、長年にわたり当会の発展にご尽力いただき、多く
の功績を残された小川会長並びに７名の方が退任され、
９名の方が新たに役員に就任されました。
新会長に森田製菓㈱の森田博久氏、新副会長に㈱ウ

エダの植田和人氏が就任され、前小川会長は顧問に就
任されました。

1

科　目 当年度
Ｉ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
�経常収益
基本財産運用益 500

特定資産運用益 399

受取会費 4,010,000
事業収益 93,000
受取補助金 5,701,200
受取負担金 160,000
雑収益 203,615
【経常収益計】 10,168,714
�経常費用
研修事業 37,000
租税教育事業 561,779
税制提言事業 6,240

科　目 当年度
税の広報事業 937,667
社会貢献事業 0

経営支援事業 1,766,215
福利厚生事業 14,355
会員増強事業 7,830
会員支援事業 587,897
配賦 2,641,594
管理費 1,334,012
【経常費用計】 7,894,589
当期経常増減額 2,274,125
２．経常外増減の部
�経常外収益
経常外収益計 0

�経常外費用
経常外費用計 0

科　目 当年度
当期経常外増減額 0

税引前当期一般正味財産増減額 2,274,125
法人税・住民税及び事業税 0

当期一般正味財産増減額 2,274,125
一般正味財産期首残高 10,891,332
一般正味財産期末残高 13,165,457
Ⅱ 指定正味財産増減の部
受取全法連助成金 4,904,200
一般正味財産への振替額 △ 4,904,200
当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

Ⅲ 正味財産期末残高 13,165,457

令和2年度 正味財産増減計算書（決算）令和２年４月１日～令和３年３月31日まで (単位：円)
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【税に関する事業】
�税制改正研修会
・６月23日（大田商工会議所／参加者25名）

�税金フォーラム
・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し中止

【租税教育事業】
�租税教室
・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、本
年は開催数減少となった。
６月17日 長久小学校 児童21名、講師１名
７月６日 邇摩高等学校 生徒17名、講師１名

・学校でのIT環境の整備並びに新型コロナウイル
スの感染拡大の影響で在宅機会が増えることな
どから、防犯啓発のための標語「あなごめし」
と関連グッズを作成し贈呈。

�絵はがきコンクールの協力
・応募作品総数 241点

�税を考える週間PR活動
・11月14日、PRチラシ・グッズを市内１ヵ所に
て市民へ配布（女性部会員他）

【税の広報事業】
�会報「天領」の発行
・市内各まちづくりセンターや各関係機関などに
無料配布。

�国税電子申告納税システム（e-Tax）の普及
・ケーブルテレビ「石見銀山テレビ放送」にて45

秒CMを放映。
【地域社会貢献事業】
�大田市子ども神楽大会
・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し中止

【経営支援活動】
�新春経済講演会
・２月12日、大田商工会議所にて日本銀行松江支
店谷本英行支店長を講師として開催。

令和２年度の主な事業
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役 職 氏 名 事業所名

会長 森　田　博　久 森田製菓㈱

副会長 齊　藤　　　寛 ㈲斎藤文具店

〃 林　　　恭　清 林商事㈱

〃 植　田　和　人 ㈱ウエダ

常任理事 山　本　竹　男 島根中央信用金庫大田営業部

〃 原　　　勝　正 ㈲中和電機公司

〃 楫　　　　　伸 中国税理士会石見大田支部

〃 河　村　賢　治 ㈲河村畳店

〃 田　平　　　篤 (労務)田平労務管理事務所

〃 山　下　正　一 ㈲山一電設

〃 平　田　一　成 ㈲祖式運送

〃 波多野　陽　一 東幸建設㈱

理事 石　橋　秀　利 島根ゼオライト㈲

〃 川　上　眞　次 ㈲川上会計事務所

〃 荒　尾　　　寛 ㈲椿窯

〃 谷　本　隆　臣 ㈱シグナル

〃 福　田　弘　吉 ㈲福田金物

〃 波多野　瑠璃子 ㈱はたの産業

〃 杉　谷　誠　司 ㈲みどりや

〃 田　原　辰　男 ㈱コラム建築設計事務所

役 職 氏 名 事業所名

理事 浅　野　浩　司 一宮酒造㈲

〃 藤　原　誠　治 ㈲石東開発工事

〃 林　　　陽　一 ㈲NEO-LINK

〃 知野見　哲　治 ㈲ヒカリ衛環企業

〃 渡　辺　健　司 ㈲渡辺眞工務店

〃 幸　増　浩一郎 イワタニ島根㈱

〃 細　田　健太朗 ㈱日商

〃 南　家　敏　孝 昭和技研㈱

〃 金　田　慶　三 ㈲金田建築

〃 勝　部　邦　彦 さんべ食品工業㈱

〃 小　林　裕　典 ㈱島根建材公社

〃 中　田　忠　利 山陽空調工業㈱島根支店

〃 中　島　勝　徳 ㈱魚の屋

〃 芝　尾　宜　秀 ㈱シバオ

監事 永　野　祥　次 ㈲静間セメント工業所

〃 山　内　亮　一 山内モーター㈲

顧問 小　川　良　知 ㈲小川商店

相談役 中　村　俊　郎 中村ブレイス㈱

〃 西　山　眞　治 大田商工会議所

令和３・４年度（公社）石見大田法人会役員名簿

本年６月23日の石見大

田法人会の総会におきま

して会長をつとめること

となりました。歴史ある

法人会の会長という役職

の重さには身の引き締ま

る思いをしています。

昭和62年の社団化以

来、諸先輩の方々に受け継がれてきました当会は、

多くの事業実績が積まれてきました。平成24年に

公益社団法人の認定を頂いてから10年目に入り、

節目の年になります。それぞれの委員会活動や社

会貢献活動、租税教室活動等は地域に大きく寄与

していると思っています。これらはひとえに、小

川前会長の人柄である積極的な活動への取り組み

の成果だと思います。

これからも「税のオピニオンリーダーたる経営

者の団体」としての役割をあらためて認識し、税

務研修・経営研修・地域貢献を軸とした公益事業

を更に拡充強化し、また同時に福利厚生や会員交

流など会員のための事業も充実して、法人会の存

在感を高めていく必要があると感じています。

会員の皆様方の引き続きのご協力をよろしくお

願いいたします。

就任のあいさつ

（公社）石見大田法人会

会長　森 田 博 久



Ⅰ．基本方針・重点事項
１．公益社団法人としての事業運営について公益性
を重視し、併せて法人会の理念である「法人会は
税のオピニオンリーダーとして企業の発展を支援
し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献
する経営者の団体である」に基づいて事業の推進
を図る。

２．健全な納税団体としての役割を全うすべく、会
員増強運動に努め、組織率55％を目指して、組織
の拡充を図る。

３．「e-Tax」「eLTAX」の利用促進を図る
４．税務当局との連携協調に努め、広く税務知識の
普及を通じて納税道義の高揚を図り、公正な税制
と円滑な税務行政に寄与する。

Ⅱ．主な事業計画
【公益関係】
１．税の啓発活動
１）税に関する研修事業
①税制改正研修会
②税金フォーラムの開催
③税務研修会
④講演会の開催

２）租税教育
①租税教室への講師派遣
②租税教育アニメーションの普及
③絵はがきコンクールへの協力

３）その他
①全国女性フォーラム
②全国青年の集い
③税を考える週間行事への協力・推進
④「e-Tax」「eLTAX」の利用促進
⑤参考図書の斡旋・参考資料の配付

２．税の提言事業
１）提言活動
①税制改正提言事項の検討・提出
②改正税法に関する情報の提供
③全国大会

３．税の広報事業
１）会報の発行
２）ホームページの充実

４．地域発展事業
１）文化講演会等の開催
２）その他地域発展の為の研修活動

５．経営支援活動
１）研修会・講習会の開催
①経済及び経営に関する講習会・研修会の開催
②商工会議所・商工会との共催事業の推進
③参考資料の配付

【共益関係】
６．福利厚生事業
１）経営者大型総合保障制度の推進
２）ビジネスガードプラン制度の推進
３）がん保険制度の推進
４）福利厚生制度推進連絡協議会の開催

７．会員増強活動
１）全国的な推進強化月間に合わせ、９～12月を

推進強化月間とする
会員加入率は55％を目標とする

２）青年部会員増強と活動の充実・支援
３）女性部会会員増強と活動の充実・支援
４）総務委員会による組織拡充

８．会員支援事業
１）会員親睦チャリティーゴルフコンペ
２）参考図書の配布

９．青年部会活動
１）年次大会・役員会の開催
２）税務研修会
３）地域社会貢献活動の実施
４）部会員親睦事業の実施
５）全国青年の集いへの参加

10．女性部会活動
１）役員会の開催
２）税務研修会
３）部会員親睦事業の実施
４）全国女性フォーラムへの参加

【管理関係】
11．諸会議
１）総会の開催
２）理事会の開催
３）常任理事会の開催
４）監査会の開催
５）正副会長会議の開催
６）各委員会の開催
①総務委員会（組織拡充を含む）
②事業委員会（研修等）
③税制委員会
④広報委員会
⑤厚生委員会

12．その他
１）全法連会議への参加
２）中法連会議への参加
３）県法連会議への参加
４）法人会全国大会・全国青年の集い・全国女性

フォーラムへの参加
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令和３年度 事業計画
自令和３年４月１日 至令和４年３月31日

科　目 当年度
Ｉ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
�経常収益
基本財産運用益 1,000
特定資産運用益 1,000
受取会費 4,100,000
事業収益 100,000
受取補助金 5,292,700
受取負担金 150,000
雑収益 100,100
【経常収益計】 9,744,800
�経常費用

科　目 当年度
研修事業 700,000
租税教育事業 949,500
税制提言事業 549,000
税の広報事業 880,000
社会貢献事業 860,000
経営支援事業 500,000
福利厚生事業 20,000
会員増強事業 40,000
会員支援事業 768,000
配賦 3,200,652
管理費 2,708,539
【経常費用計】 11,175,691

科　目 当年度
当期経常増減額 △ 1,430,891
２．経常外増減の部
税引前当期一般正味財産増減額 △ 1,430,891
法人税・住民税及び事業税 0
当期一般正味財産増減額 △ 1,430,891
一般正味財産期首残高 9,085,470
一般正味財産期末残高 7,654,579
Ⅱ指定正味財産増減の部
受取全法連助成金 4,942,700
一般正味財産への振替額 △ 4,942,700
Ⅲ正味財産期末残高 7,654,579

令和３年度 収支予算書　令和３年４月１日～令和４年３月31日まで (単位：円)



本年７月の定期人事異動

で石見大田税務署長を拝命

し、東京国税局査察部から

転任して参りました橋本で

ございます。査察部では長

年内偵調査事務に従事して

まいりました。

さて、公益社団法人石見

大田法人会の皆様には、日頃から税務行政全般に

対して、深いご理解と多大なるご協力をいただき、

厚くお礼申し上げます。

私は東京都江戸川区の出身で、島根県での勤務

は初めてとなります。世界遺産である「石見銀山

遺跡とその文化的景観」、いつも私たち住民を温

かく包み込んでいる国引き神話の国立公園「三瓶

山」、鳴き砂で有名な琴ケ浜海岸など、歴史と自

然豊かな環境に恵まれた当地で勤務する機会を得

ましたことを大変光栄に思っております。前任の

山�署長と同様、よろしくお願い申し上げます。

公益社団法人石見大田法人会におかれまして

は、よき経営者をめざすものの団体として、様々

な活動を展開されています。これまでの事業活動

を拝見しますと、東部と西部地区での「税金

フォーラム」の開催、商業施設での啓発物品の配

布など行われています。また、租税教育活動では、

講師派遣の他に、小学生租税教室用の独自シナリ

オの作成、地元の世界遺産「石見銀山」をわかり

やすく伝えるアニメーションの制作・WEBサイト

への公開など、活動内容の質の高さに敬意を表す

る次第です。今年度も昨年同様コロナ禍のために

計画されていた事業が中止される状況ですが、困

難を創意工夫で克服されていることを心強く思っ

ております。当署といたしましても、公益社団法

人石見大田法人会とさらなる連携協調に努めてま

いります。

さて、国税庁の使命は「納税者の自発的な納税

義務の履行を適正かつ円滑に実現する」ことです。

年が明けますと確定申告の季節がまいります。納

税者の皆様の適正申告に役立つ情報提供やコロナ

ウイルス感染症対策に即応しデジタル技術を活用

したスマホ申告やe-Tax、ダイレクト納付などの

キャッシュレス納付の拡大など、手続きのデジタ

ル化で紙から電子へ納税者サービスの充実に向け

た施策を確実に前進してまいります。どうか皆様

方におかれましても、税務行政の良き理解者とし

て、ご支援やご協力賜りますようお願い申し上げ

ます。

他方、本年９月にデジタルを前提とした次の時

代の新たな社会基盤を構築する目的でデジタル庁

が創設されました。マイナンバーカードはその

ツールとなります。現在政府はマイナンバーカー

ド取得促進に取り組んでおりますが、その取得率

は全国平均で４割強といわれています。今後の取

得者拡大がテーマとなりますが、未取得の方にお

かれましてはぜひ早めに市役所へ申請していただ

きたいと思います。

また、令和５年10月から導入される適格請求書

保存方式（インボイス制度）では、登録を受けた

課税事業者である適格請求書発行事業者が交付す

る適格請求書等の保存が、仕入税額控除の要件と

なります。本年10月から適格請求書発行事業者の

登録申請がスタートしております。税務署では同

制度に関する研修会を開催しております。同制度

をご理解され早めのご登録申請をお願いいたしま

す。

最後になりましたが、公益社団法人石見大田法

人会の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝並び

に事業のご発展を祈念いたしまして、挨拶とさせ

ていただきます。

4

石見大田税務署長のごあいさつ

石見大田税務署長

橋 本 盛 夫
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株式会社 スカイホテル 

社 名 株式会社スカイホテル

代表取締役 林　さゆり

所 在 地 島根県大田市大田町大田イ381番地2

設 立 昭和48年６月１日

資 本 金 6,800万円

従 業 員 数 21名（令和３年11月現在）

昭和48年６月 大田市久利町にて土木請負業外各種開業

平成11年８月 スカイホテル大田（本館）をオープン

平成14年２月 NEWスカイホテル（別館）をオープン

平成18年11月 社名変更　株式会社スカイホテル

住所を大田町へ移転

会社概要

会社沿革

スカイホテル大田（本館） NEWスカイホテル大田（別館）



地元の皆様をはじめたくさんのお客様にご利用

いただき、いつもありがとうございます。

1999年８月５日、有限会社安井起業ホテル事業

部として、ビジネスホテル「スカイホテル大田」

をオープン致しました。当時、この大田町内で８

階建ての建物はめずらしく、また女性スタッフだ

けの運営も注目を集めました。客室はシングル52

室・デラックスシングル５室・ツインルーム２室、

全59室と多目的のホールを備えた、新感覚のバ

ジェットホテルとなっておりました。バジェット

とは、低料金の宿泊のみに特化したホテルの意味

で、オープン当初は、自動チェックイン機という

当時としては目新しい、最新の設備を投入し、少

ないスタッフでも可能なホテル運営を目指してお

りました。しかしながら、新しいシステムは中々

お客様に浸透せず、苦慮することもあり、試行錯

誤しながらお客様の為のホテルになるよう、サー

ビス内容も工夫しながら変化してまいりました。

そして2002年にNEWスカイホテル（別館）を

オープンさせ、大きな会議や大会などの多人数の

宿泊の受け入れを可能にすることができるように

なりました。NEWスカイホテルは、35室有り全て

のお部屋がシングルルーム仕様で、スカイホテル

大田（本館）とはまた雰囲気の違うフロントで、

お客様をお迎えしております。

社名も有限会社安井起業から株式会社スカイホ

テルに改名し、新たな一歩を踏み出したのが2005

年。岩盤浴こころの建物も併設し、ご宿泊のお客

様へのサービスを中心に地元のお客様にも愛され

る人の集う場所として岩盤浴と喫茶を兼ねたサロ

ンも実現できました。しかし、残念ながら時代の

流れと共に、岩盤浴の需要も影を落とし始めたの

を機に施設を閉店し、かねてから必要であった駐

車場を整備し現在の様子になっております。

7

シングル客室

岩盤浴こころ



当ホテルの特徴として８階に会議・展示会など

でご利用いただけるホールがございます。

地元のお客様にスカイホテルをよく知っていた

だこうと、多目的ホール（スカイホール）ではた

くさんのイベントを企画いたしました。

梅の花の時期やお月見の頃には、和装の社員で

お抹席と会席弁当のおもてなし。

夏はビアホール、冬はクリスマスパーティーに

たくさんのお客様にお越しいただきました。

毎年恒例のパーティーは、大好評で前売りチ

ケットがすぐに完売するほどの人気ぶりでした。

このパーティーでの接客が、お客様を大切におも

てなしする接客の基礎となり、笑顔で和やかなフ

ロント対応へとつながりました。お蔭様でたくさ

んのリピーターのお客様が増えたことが何よりの

私共の宝となりました。

また、８階ホールでは、結婚披露宴や結婚式の

２次会などもご利用いただきました。

神楽付き宴会などご宿泊のお客様にも伝統芸能

と宿泊をセットでご利用頂くなど、たくさんのお

客様に喜んで頂きました。

8

神楽付き宴会と宿泊セット

結婚披露宴



しかし、100年に一度の新型コロナウィルスに

よるパンデミック。私たちのホテル旅館業も大き

く様変わりを余儀なくされました。

８階ホールの利用は主にオンラインによる講演

会の会場や、研修会など、この時代ならではの利

用方法にかわりつつあります。

全館Wi-Fi完備、８階ホールもWi-Fiと有線

LANなどでWeb会議に適したネット環境を整備し

ました。

フロントでは飛沫防止のアクリル板。マスク着

用の接客。自慢の笑顔も半減してしまいそうでし

たが、スタッフ全員でこの危機を乗り越え、一丸

となって感染対策の中お客様をお迎えしておりま

す。早く、落ち着いた日常が取り戻せる日を願い

ながら、お客様には目に見える安心安全をご提供

し、ゆっくりとご滞在していただけるように日々

努めております。

これからも、お客様の為の宿泊施設を念頭に

サービス向上に努めて参りますので、皆様のご支

援とご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

9
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2015年秋、石見銀山の歴史を題材にオペラを制作
し、「銀山の魅力を美しい音楽で発信しよう！」と銀
山でオペラの題材となるストーリー探しを始めました。
暗中模索の中、東京大田市人会に出席した折、世話

役の方から「世界遺産登録を機に大屋神楽社中の足立
均さんが創作された石見神楽「於紅谷」が面白いので
は…」とのご意見を頂戴しました。
『神楽』と『オペラ』の共演、この企画が実現すれ
ば世界初のオペラが誕生するっ！心が躍りました。
地元コーラスグループを中心にこの「世界遺産の在

るまちで世界初のオペラを創る」という夢のある構想
に心動かされたメンバーが集い、青年団体も賛同、早
くもその年の暮れには初雪の石見銀山のオペラハウス
にて、オペラユニット「ザレジェンド」と発起人・実
行メンバー70名が集まり、実行委員会が立ち上がりま
した。

●

2016年、オペラ「石見銀山」を翌年７月２日の世界
遺産登録10周年に合わせた記念事業として開催しよう

と、時間のない中、春には合唱団募集、原作を元にし
たプロによるシナリオの制作、夏には楽曲の作詞・作
曲が為されました。７月２日には、一年後の開催に向
け、青年部の企画準備により、発起人・出演者、東京
から迎えた大田市人会の役員さんとの初顔合わせを兼
ねた式典が、あすてらすホールにて盛大に執り行われ
ました。
それまでに実行委員は夢を追いつつ、協賛金集めや

合唱団員集めに一生懸命汗を流しました。
演出家から製作を依頼された衣装もデザインが想像

以上に前衛的でどうなることかと思いましたが、若き
芸術家の着想を信じて、自分たちで作りました。反物
で送られた生地を裁ち、ペンキでしぶきのように殴り
描きし、乾くと綺麗に液を吹きかけ、プリーツをたた
み２枚ずつ蒸し器にかけ、また絞って２、３日干すと
いった作業を、台本だけでは見えない舞台を想像しな
がらワクワクした気持ちで行いました。
また、少しでも舞台に上がる人の力になれればと、

リハーサル時には女声コーラス花音のメンバーを中心
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に、舞台に関わるすべての人の昼食・夜食の用意と手
作りの炊き出しを行いました。
本当に沢山のひとの想いで結実した立派な舞台！
上で演じる人、下で支える人と共に初演を迎え、本

当に沢山のひとの想いで結実した立派な舞台！
ブラボー・ブラボーと鳴りやまない声援に、私たち

も安堵と感動を味わいました。
●

地元合唱団、そして子ども達も立派な演技を魅せて
くれました。プロとの共演を通じて、共に歌い、表現
し、音楽を通して素晴らしい感動と学びの機会を得た
ことと思います。
青年部のメンバーも黒子役や舞台スタッフとして、

日頃接することのない舞台を経験されました。
●

その後、オペラ「石見銀山」は一流舞台での東京公
演を２度も果たし、成功を収めました。このオペラに
は話題性があり、全国に石見銀山の歴史を発信しＰＲ
につながることを実感できました。

そういったこれまでの実績が認められ、この秋実行
委員会は『松江ツーリズム研究会 観光大賞』の受賞
に至りました。この活動を続けてこられたのは、周囲
の皆様のご支援あってこそのものです。改めて目に見
えない初めてのオペラ制作に協賛くださった皆様に感
謝申し上げます。

●

来年は世界遺産登録15周年を迎えます。実行委員会
としても、何かせねばと春までに企画を練り上げるべ
く検討を重ねています。
私たちの願いは、このオペラ「石見銀山」が大田市

民の皆さんの力でこの先もずっと受け継がれ、大田市
の立派な文化財として市民に親しまれ愛されながら、
節目節目で開催されていくことです。
今後も少しずつ世代交代しながら、舞台の上に立つ

人、なくてはならない舞台の下で支える人の「和」と
「輪」が広がってゆくことを願っております。



大田市の三瓶川沿いにある一宮酒造の創業は

1896年（明治29年）、120年余り続く造り酒屋で

す。代表銘柄は世界遺産の「石見銀山」です。経

営理念である【日々挑戦！】のもと、既存の考え

にとらわれず、様々な新しいことにも取り組んで

います。地元の特産物を活用した商品開発に力を

注ぎ、伝統日本酒はもちろんのこと、瓶内二次発

酵技術による発泡清酒「雪香」や、薔薇酒・梅

酒・ゆず酒・りんご酒などのリキュールの製造も

行っています。また、製造部門以外では全酒類・

飲料の卸・小売り業務を営んでいます。

創業以来、長い間但馬杜氏が酒造りを担ってい

ましたが、平成25年３月、東京農業大学醸造学科

を卒業した私（理可）は、家業を継ぐために帰省

し前杜氏の元で酒造りの修行をはじめました。３

年の修業の後、日本酒が取り持つご縁で結婚した

夫（怜
さと

稀
き

）と二人三脚での酒造りが始まりました。

日本酒造りで一番重要とされる「麹造り」、雑

菌の繁殖を防ぐために衛生管理を徹底、昼夜惜し

まず麹造りのノウハウをベテラン杜氏から学び、

島根県産業技術センターとも連携し技術研鑽にも

努めています。

平成29年から私自身が杜氏となり、造り手の平

均年齢が30歳代と若返り、１つ１つの作業を手作

業（手間暇を惜しまず）にこだわり、女性杜氏ら

しく細かな部分にも目を配り手指の繊細な感覚を

磨きました。『料理を引き立て、人と人との輪を

繋ぎ、笑顔あふれる食事を楽しんで頂くお酒を』

との思いで日本酒の醸造を行っています。

今後も若いからこそできるチャレンジ精神を忘

れず、時代のニーズに応えられる酒造りに邁進し、

若い世代の皆様にも、日本酒の魅力を伝えられる

よう夫婦で情熱を傾注してまいります。一人でも

多くの方に、私たちが真心こめて醸したお酒を楽

しんで頂けるよう精進してまいります。
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女性杜氏「造り手」
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酒米「改良八反流」は、過去には島根県内でも

栽培されていましたが、穂が高く倒伏しやすく栽

培が難しいため姿を消していました。今から20年

余り前、地元の「酒米」・「仕込み水」を使って

地米酒を造ろうと大田市・ＪＡ・酒米生産者・蔵

元が中心となり、島根県農業技術センターに保存

されていたわずか150ｇの種から１年の歳月をか

けて種を増やし、その種を提供していただき大田

市の酒米生産農家の皆様によってこの幻の酒米を

復活させました。

この酒造好適米「改良八反流」は、純米吟醸

酒・特別純米酒・発泡清酒「雪香」の原料米とし

て使用しており弊社の定番商品として多くのファ

ンの皆様に喜んで頂いております。

全国新酒鑑評会「金賞」受賞

令和２年３月、夫婦二人三脚で醸造するように

なって初めて全国新酒鑑評会に出品し、「石見銀

山　大吟釀」が入賞しました。（令和２年は、新

型コロナ感染拡大を受け金賞酒は選定せず）

そこでの分析結果をもとに試行錯誤を重ね、令

和３年５月全国新酒鑑評会では「金賞」を受賞す

ることができました。また、同年10月広島国税局

清酒鑑評会「純米酒」部門においても優等賞を受

賞致しました。

令和２年10月大田商工会議所は、歌舞伎座（東

京銀座）で販売事業などを行っている「歌舞伎座

サービス㈱」と商品開発などで提携し、大田市の

特産品を歌舞伎座などで販売する大きなプロジェ

クトが動き出しました。

新型コロナの感染拡大による影響で、通常営業

できるまでにはかなりの時間がかかりましたが、

その間も弊社では歌舞伎座とのコラボ商品の開発

を進めてまいりました。お酒のデザインは栃木県

宇都宮市の画家「古河原泉
こかわらいずみ

」さんに依頼、伝統的

な日本らしさと、平面構成で浮世絵感×モダンぽ

さが同居した楽しい雰囲気を演出した折り紙風の

ラベルデザインを採用、中身のお酒は令和３年度

全国新酒鑑評会で金賞を受賞した「大吟醸酒」を

限定発売（300本）いたします。また、今後は定

番商品として歌舞伎の配役である「荒事」「女方」

「敵役」などをイメージしたデ

ザインでシリーズ化し、

セット商品（ギフト）と

しても販売を開始してま

いります。全国で初の

試みとなる歌舞伎座

との提携により、人

口減少やコロナ感染

拡大によって需要が

落ち込む中、販路拡

大に積極的に取り組

んでまいります。
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代官井戸平左衛門をモデルとした土橋章宏氏の

小説『いも殿さん』の文庫本が刊行された。解説

文を楫野弘和大田市長が寄稿し、帯には「映像化

熱望�」とある。かつて土橋氏の『超高速！参勤

交代』が映画化されたこともあって本書のそれに

も期待がかかる。もとより実現には地域の盛り上

がりが不可欠である。大田市民の皆様の奮起を期

待したい。

ところで、私はかねてから平左衛門がなぜ救荒

作物としてサツマイモを選んだのか、という疑問

がある。薩摩国（鹿児島）で栽培されていたとは

いえサツマイモは異国原産の植物であり、国産の

別の植物という選択肢も考えられるはず。だが、

彼が選んだのは言うまでもなくサツマイモであっ

た。そこで、あらためて当時の政治環境を考えて

みると、ある人物のことが浮かび上がる。それは

八代将軍徳川吉宗である。吉宗といえば松平健主

演の時代劇『暴れん坊将軍』で有名だが、改革派

将軍としても歴史の教科書に必ず登場する。この

人物の政治を読み解くことでサツマイモの謎が明

らかになるのである。

八 代将軍徳川吉宗は幕政改革として「享保の

改革」を実施したが、その主な目的は財政再建で

あった。年貢米の増収を狙った武蔵野新田の開発

はその代表であるが、このほか対外貿易による金

銀流出を抑制する観点から輸入作物の国産化（輸

入代替政策）を奨励した。新井白石『折りたく柴

の記』によると「慶長より此かた我国にて造られ

し金銀の大数にくらべ見るに、金は四分が一をう

しなひ、銀は四分が三をうしなう」と、金で４分

の１、銀で４分の３が海外に流出したという。そ

こで吉宗はこれまで海外から輸入してきた産物の

国産化を奨励したのである。その代表的な産物が

すなわち朝鮮人参と砂糖であった。

朝鮮人参は漢方薬として人気があり、当時は対

馬藩宗氏を通じて朝鮮国から輸入した。宝永７年

（1710）には朝鮮人参を購入するための専用銀貨

である「人参代往古銀」をわざわざ鋳造したほど

であった。輸入額は価格の上昇もあって年々増加

し、正徳４年（1714）から享保８年（1727）には

銀1431貫が人参代金として朝鮮に支払われている。

ちなみに、この額は17世紀末に鋳造された新銀貨
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の実に10％に相当した。このような状況のなか幕

府は朝鮮人参の国産化を図るため対馬藩を通じて

人参種を取り寄せ、日光の薬草園にて栽培を行

なったのである。享保３年（1722）から研究を進

め、同13年（1732）、日光御薬園で初めて人工栽

培に成功した。種子は幕府を通じて諸藩に配布さ

れたのち、元文元年（1736）には一般にも頒布さ

れた。

人 参の国産化の成功事例は松江藩である。安

永２年（1773）、国元での栽培を開始し、文化２

年（1807）小村茂重が人参栽培に成功している。

松江藩の人参畑は領内に22ヶ所存在したが、その

１つに三瓶があった。三瓶山では安永７年（1778）、

銀山領久喜原村（現美郷町君谷地区）の広右衛門

が三瓶山での人参栽培の許可を代官所に願い出て

いる。このとき、広右衛門が代官所に提出した願

書によると、元来三瓶山には、三瓶人参という在

来の薬用人参があり、白朮・蒼朮・桔梗・芍薬等

の薬草多く、医家たちはこれを採取し用いていた。

また、黒ボクの土壌が人参栽培に相応しく、栽培

候補地の近くには浮布池という大池があり、朝暮
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には霧が立覆い、かつ東西の日当りも良く、海辺

からは十里ほど隔たって寒所で、人参栽培には至

極適地である点を述べている。なお、広右衛門の

事績を記した「林政満伝」（明治27年）によると

出願から２年後に三瓶山での人参栽培を行い、

追々増産して巨利を得たと伝えているが、詳細は

不明である。

砂糖もまた18世紀半ばまでは国内で自給できず

多くを輸入に依存した。17世紀半ばにおいて中国

船からもたらされる砂糖類（白砂糖・黒砂糖・氷

砂糖）は年平均で15ｔにも達しており、オランダ

船分を含むと相当量に及んだ。モンテスキューは

『法の精神』において中国の日本への砂糖の輸出

利益は実に1,000％もあったという。

吉宗は享保８年（1727）、金銀流出の抑制のた

め砂糖の輸入制限し、さらに琉球からサトウキビ

ノの苗を入手して国産化に向けて浜御殿と江戸城

内で試作させた。その後、武蔵・駿河・長崎で実

験栽培を実施し、享保11年（1730）には磯野政武

が黒砂糖の生産を成功させた。幕府はこの成果を

もとに各大名にサトウキビの苗を頒布して栽培を

奨励し、これにより全国に広まったのである。

吉宗の功績もあって18世紀には砂糖の産地化が

進み、薩摩・大隅のほか讃岐、紀伊、和泉、伊

予、備前、備中、備後、遠江、駿河などで生産さ

れるようになる。特に讃岐・高松の両地域は大坂

に集荷される砂糖の50％のシェアを誇った。また

19世紀初頭の江戸に移入される砂糖の70％が国内

産であったという。

さて、サツマイモについてもこのような吉宗に

よる輸入代替政策の延長線上にあるものとみるこ

とができる。なぜならサツマイモもまた砂糖や朝

鮮人参と同様異国産の作物であるからである。

サツマイモは元来メキシコ南部からペルーにか

けての地域を原産地とする植物で、ヨーロッパに

は15世紀末、有名なコロンブスにより伝えられた

とされている。アジアにはガレオン船（アカプル

コーフィリピン間の定期船）によりフィリピンに

伝播し、16世紀末には中国にもたらされたという。

琉球では17世紀初めに野国総管が中国福建省から

苗を持ち帰ったことで栽培が始まり、やがて薩摩

や肥前平戸（長崎県）でも栽培が行われるように

なった。本州には我らが代官井戸平左衛門が甘藷

先生である青木昆陽よりも３年早く栽培を広めて

いる。

ところで、サツマイモについては「蕃薯起立」

のよると「蕃薯に十三の勝れたる能あり」とし、

①一畝で数十石出来る、②色白く甘い、③薯蕷と

同じ薬効がある、④茎を切りて種とし、一茎が翌

年には数百畝に植えることが可能となる、⑤茎葉

は土に附いて節に根が出来るため雨風に損じない、

⑥穀物の代用になり飢饉の災いを逃れる、⑦菓子

同前に盛物になる、⑧酒になる、⑨干し粉にして

餅になる、⑩生にても煮ても食べられる、⑪土地

の費えなく利多く作り易し、⑫春夏植えて９・10

月に収穫でき、土を掛け捨て置いてもよく出来る、

⑬蝗の害を受けない、など救荒作物として優れた

特性が述べられている。とくに石見国のような山

がちで、耕地が少なく食糧自給率の低い地域では、
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生産性の高いサツマイモの導入は、根本的な飢饉

対策として期待される作物であったといえる。

あらためて井戸平左衛門によるサツマイモの導

入を考えてみると、これまで述べたようにそこに

は将軍吉宗の輸入代替政策との関係性を見出すこ

とができる。初伝では大森町の禅寺栄泉寺に滞在

中の僧からサツマイモの情報を偶然聞いたとされ

るが、ただ異国産品の国産化という時代的な流れ

を踏まえるならば、平左衛門が救荒作物としてサ

ツマイモを選んだことは偶然というよりもある意

味必然であったのではないだろうか。
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７月14日、長久小学校において、インターネッ

トによるトラブル・犯罪から子ども達を守るため

に、大田警察署、大田市防犯協力会、当法人会が

作成した防犯啓発のための標語「あなごめし」の

防犯グッズの贈呈式がありました。

大田警察署の田邨署長や当会森田会長が、児童

代表と大田市ＰＴＡ連合会会長にのぼり旗と除菌

ウェットティッシュを贈り、児童代表からは「イ

ンターネットを利用する時は、あ・な・ご・め・

しの約束を守ります」、ＰＴＡ連合会会長からは

「家庭でのルールづくり、ペアレンタルコントロー

ル機能の活用など、保護者としての責任を自覚し、

子ども達を守っていきます」との決意表明があり

ました。

昨年度のポスターとクリアファイルに続く贈呈

で、今回も大田市特産のあなごにちなんだ標語

「あ・な・ご・め・し」が使用され、大田市内の

小中学校や高校計26校に寄贈されました。

また、同30日には、大田警察署において、市内

携帯電話販売店と警察が協働して子ども達のネッ

ト犯罪被害等の防止対策を推進するため、田邨署

長と森田会長から、ドコモショップ大田店、ａｕ

ショップイオンタウン大田、ソフトバンクイオン

タウン大田に防犯グッズが贈呈されました。
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海外に財産を移転させ納税を免れようとする悪質な滞納事案に対し、租税条約に基づく徴収
共助制度を活用した徴収に取り組む徴収官の仕事をドラマ仕立てで紹介しています。 

この度、令和３年度広報委員会委員長を務めます林陽一です。どうぞよろ
しくお願いします。広報誌は年間２回発行予定です。これからも大田の企業
紹介や税に関する有益な情報など盛りだくさんでお届けします。
今回の表紙は、いよいよオープンとなる「道の駅 ごいせ仁摩」としまし

た。コロナの状況はまだ予断を許しませんが、アフターコロナを見据えた地
域活性化への原動力になることは間違いありません。
また、銀のグローカルヒストリーと題し、石見銀山資料館館長仲野義文氏
に執筆を依頼し、石見銀山と世界との関係やウラ話など４回シリーズでお届
けする予定です。
石見大田法人会常任理事の林恭清氏が永眠されました。永年、会社の事業

や大田市内での行事などに貢献していただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

広報委員会　委員長　林 陽一

【広報委員会】
担当副会長 齊藤　　寛
委　員　長 林　　陽一
副 委 員 長 細田健太朗
委　員 河村　賢治　 山本　竹男　 原　　勝正　 楫　　　伸
〃 田平　　篤　 波多野陽一　 川上　眞次　 荒尾　　寛
〃 杉谷　誠司　 知野見哲治　 山内　亮一　 南家　敏孝
〃 勝部　邦彦　 小林　裕典
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